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Abstract 

Although many rugby fans in Japan are familiar with the U.S. national rugby team, the 

Eagles, they do not necessarily care about the recent dramatic changes to rugby in the United 

States. This paper, therefore, reports some of those big changes to U.S. rugby, such as 

the expansion in the number of players, and the first professional rugby league, which 

started in 2016. It also examines college rugby in the United States, focusing on the Ivy 

League as one of the typical regional college leagues because it has pioneered and nurtured 

many sports in the United States. 
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１、はじめに 

 

日本代表を応援する多くのラグビーファンに

とって、米国代表チームは一等馴染みのある

チ ー ム の ひ と つ で あ る 。 日 本 と は World 

Rugby(WR)によるランキングの順位が近いこと

もありii、パシフィック・リム選手権iii、パシ

フィック・ネーションズ・カップivなどで何度

も相見（あいまみ）えた。ワールドカップでも

三度の対戦がある。 

しかし近年、その米国のラグビーに地殻変動

とも言える大きな動きが起きている事実は、日

本では余り知られていない。そこで本稿では、

かつてアメリカンフットボールやバスケット

ボール、野球といった、いわゆる三大スポーツ

の陰に隠れていた米国のラグビーが、マイナー

スポーツとしての存在をいよいよ脱し、今しも

市民権を得ようとする姿を報告する。 

 

２、本稿の目的と方法論 

 

本稿の目的は、米国の 15 人制ラグビー（いわ

ゆるユニオン）について、1）成年を中心とした

競技の裾野の広がりを概観し、2）その頂点とし

てのプロリーグ開催など、今後の動静について

情報を共有することである。 

さらには、3）ある大学リーグを取り上げ、特

に女子ラグビーについて、その歴史や現在の隆

盛について短く紹介したい。 

まことに小さな、そして拙い試みではあるも

のの、米国のラグビーに関する情報の少ない現

状では何らかの意味や価値があるものと信じた

い。 

 

３、先行研究に代えて：記録や資料から

米国の現状を概観する 

 

ネットを中心としたラグビー関連の少数の

1）千葉大学 
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② ブレイクダウンやタックルオンリーを形成

させることで、失トライを減らすことがで

きると考えられる。 

③ 失トライが多い試合では、タックルで相手

を倒すことができず、オフロードパスを有

効に使われ、ボールを活かされていると考

えられる。 

以上の結果から、失トライの違いによるタッ

クルの様相に違いが見られた。日本代表は相手

のボールキャリアを倒し、オフロードパスをさ

せないようなタックルを行うことで、失トライ

を減らす可能性があると示唆された。 

※1．HSBC Sevens World Series のコアカテゴ

リーとは、前年の世界ランキングが上位

15 位以内のチームが配属されるカテゴ

リーのこと。年間の順位がコアカテゴリー

の中で最下位になると自動降格となり、次

年は HSBC Sevens World Series のコアカ

テゴリーには参加できない。 

※2．ポイントとは、タックルが発生した後、

ラック・モール・タックルオンリーなど

によってボールの動きが止まったことを

さす。 
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関 SGMA 社を使い、38,742 人にオンラインでの

インタビューを行った結果、米国内には 113 万

人のラグビー競技者がいると結論づけたvii。 

同調査では、113 万人のうち、1 年に 8 回以上

ラグビーをプレーするコアな競技者の数は 37

万 3 千人であること、そのうち 8 割が男性であ

ることなども判明している。 

因みに、WR による同じ 2015 年版報告書の日

本に関する数値で見てみると、登録済み競技者

が 106,120 人、未登録を含む合計の競技人口は

115,205 人である。両者の乖離は無視できるほ

ど小さく、過大な推計値という印象はない。 

 

表2 欧州6か国及び日米の協会登録済み 

   ラグビー競技人口比較（降順） 

国・地域名 競技人口（人） 

イングランド 363,667 

フランス 283,483 

アイルランド 116,532 

米国 116,532 

日本 106,120 

イタリア 77,284 

ウエールズ 75,421 

スコットランド 49,305 

出典 WR2015 年版報告書 pp.66-67. 

 

また、推計によらない登録済みの競技人口を

国際的に比較した場合、米国の 11 万人余りとい

う数値は決して少なくはない。日本及びラグ

ビーの盛んな欧州 6 か国と比較したのが上の表

2 である。少なくとも（確度の高い、登録済み

の）競技人口で見る限り、米国は既に世界でも

有数のラグビー大国だと言って良い段階にある

ということがわかるだろう。 

 

(2) 代表レベル 

米国男子代表チームは、かつてオリンピック

のラグビー競技(15 人制)において、二度のチャ

ンピオンに輝いた栄光の歴史を持つ。この事実

は、近代オリンピックの父と謳われたクーベルタ

ン男爵がかつてラグビーを愛好していたことviii、

そしてそのオリンピックでかつて 15 人制の男

子ラグビー競技が採用されていたことなどと並

び、案外知られていないようである。 

記録によれば、夏季オリンピックで 15 人制ラ

グビーが採用されたのは 1900 年、1908 年、1920

年、1924 年の計 4 回のみである。このうち、米

国が優勝したのは 1920 年のアントワープ大会

と 1924 年のパリ大会である。つまり米国は、夏

季オリンピックにおける 15 人制ラグビー競技

の、最後のチャンピオンと言って良い。 

1920 年の優勝メンバーのうち数人は、1924

年のパリ大会にも出場しているix。2 大会のメン

バーは、いずれもスタンフォード大学やカリ

フォルニア大学バークレー校など、西海岸の名

門大学生が主体であった。 

近年のラグビー米国代表は男女共 Eagles と

いう呼称を用い、男子は過去 8 回開催された

ワールドカップにも計 7 回出場している（いず

れもプール戦で敗退）。同代表がワールドカッ

プで挙げた 3 勝のうち、2 勝は対日本代表戦で

挙げたものである。但し、直近の 2015 年ロンド

ン大会では、逆に日本代表が 28-18 で勝利を収

めた。 

 

(3) プロリーグ 

2016 年は、米国のラグビー界にとって画期的

な年となった。国内史上初のプロリーグが誕生

したからである。PRO Rugby がそれで、PRO は主

催団体名の The Professional Rugby Organization

の略称とプロフェッショナルの掛詞となっている。 

同団体ウエブサイトのトップには、The 

Inaugural Season という見出しが躍るx。初年

度を表す First という中立的な意味の語を用い

ず 、 大 統 領 の 就 任 の 際 な ど に 使 わ れ る

Inaugural（「就任の」「開始の」の意）という

単語を使っていることからも、関係者の力の入

れようがわかる。 

PRO Rugby の初年度は Denver、Ohio、San Diego、

San Francisco、Sacramento の 5 つのチームが

参加した。一般の関心を高めるため、地域名の

後に来る Stampede などの各チーム名は広く

ファンから公募した。ホームグラウンドの収容

人数を表す下記の表を見れば、リーグや試合の

規模が推察できよう。 
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ニュース（後述）以外には、米国のラグビーに

関する文献や研究資料が今のところ見当たらな

いため、本章では既存の公式記録や資料、現地

での報道などから、米国のラグビーを概観した

い。但し、大学ラグビーについては、後述する

理由により章を改めて紹介する。 

 

(1) 競技人口に関する虚像と真実 

「ラグビー人口急増、（中略）ラグビー大国

への道を歩むアメリカ」と題するネットの記事

があるv。同記事は、「実はラグビーの競技人口

で世界 2 位のアメリカ」という見出しまでつけ、

「ワールドラグビーのデータによると 1 位のイ

ングランド（208 万人）に次いでアメリカは 2

位の 149 万人」と、驚きの現状を報告する。同

記事は続けて、「ちなみに日本は 11.5 万人でア

メリカの 10 分の 1 以下」」とも言う。 

当該記事のデータの出所は、WR による各年次

版の報告書（Annual Report）で、2017 年 2 月

現在、2015 年版が最新のものである。他方、WR

の公式ウエブサイトで公開されている最も古い

年次報告書は 2007 年版である。その 2007 年版

から最新の 2015 年版までの米国の競技人口に

関する数値を拾ってみたのが下記の表 1 である。 

 

表1 米国のラグビー競技人口 

年 人数（人） 

2007 67,398  

2008 67,263  

2009 81,678  

2010 88,151  

2011 不明（参考：457,983） 

2012 不明（参考：335,001） 

2013 不明（参考：1,402,962）

2014 110,385  

2015 116,532  

出典 WR 各年次報告書 

 

この表を見ると、2007 年から 2015 年までの 8

年間に、登録済みのラグビー人口は 1.7 倍に増

えている。確かに記事の伝える「ラグビー人口

急増」は一面の事実のようである。 

他方、これらの数値を見て、様々戸惑う向き

も多いのではないだろうか。その原因のひとつ

は、WR によるデータ数値に関する記述の一貫性

のなさである。というのも、ここにある数値は

幾つかの異なる性格のものが混在しているから

である。 

まず、2007 年から 2010 年までの数値は、米

国ラグビー協会に登録済み（registered）の競

技者の人数である。続いて 2011 年は何故か突然

爆発的に増えており、その原因としておそらく

未登録（non-registered）を含む合計の競技人

口になっているものと推察されるvi。 

そして 2012 年の数値はさらに正体が不明で

ある。前年度を下回るものの、2010 年の数値と

はまだまだ乖離が大きいことから、おそらく未

登録のみの数値を示しているのではとも考えた

が、それにしては翌 2013 年度との数値の乖離が

大きすぎる。 

2013年度の数値はいきなり 100万人を超える

が、これは登録済みと未登録との合計数値であ

ろう。そして 2014 年には何故か再び登録済みの

競技人口が記載されている。 

ここで見られるデータの一貫性のなさが、果

たして WR の過ちなのか、それとも数値を WR に

報告する側である米国ラグビー協会のミスなの

かは不明である。いずれにしろ、WR はこのあた

りの事情にようやく気がついたようで、2015 年

版からは登録済みの数値と未登録を含めた合計

数値の 2 種類を両方掲載するようになっている。 

ではここで、2015 年版の最新数値を見てみよ

う。米国における登録済みのラグビー競技者は

表 1 が示すように 116,532 人である。また、未

登録を含む合算の数値は 1,495,732 人であり、

これが本項冒頭で紹介したネット記事の「149

万人」の元データとなっている。 

表 1 の数値を見て戸惑うもうひとつの原因は、

ある程度確度の高い、登録済み競技者数 11 万人

余り（2015 年）と、WR が正式な数値として紹介

し、ネット記事でも報じられた総競技人口 149

万人との大きな差であろう。その差は実に 12.8

倍にもなる。 

実は、この推計には一応の科学的な根拠があ

る。2011 年、米国ラグビー協会が民間の調査機
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37



 5 

 

るらしい。 

 

(4) その他国内リーグ 

日本では殆ど知られていないものの、米国に

おけるアマチュア成人ラグビークラブの国内

リーグには、地域ごとレベルごとで実に様々な

ものが存在する。かつてトップリーグの NTT コ

ムでプレーした君島良夫選手が移籍したことで

話 題 に な っ た OMBAC （ Old Mission Beach 

Athletic Club の略）というチームなどは、さ

しずめその一例であろう。 

本章（1）の競技人口に関する箇所で紹介した

民間の調査によると、米国内のラグビー競技人

口の 66％が 25歳から 54歳であることがわかっ

ており、彼らこそがまさにこうした国内クラブ

リーグの担い手であろうと思われるxiii。 

さらに同調査では、米国内におけるラグビー

の盛んな地域についても明らかになっているxiv。

人口比で見たラグビーへの参加率が 0.5％から

0.84％というレンジが最もラグビーの盛んな地

域で、具体的には Middle Atlantic（東海岸）、

Mountain（中西部のユタ州からコロラド州近辺）、

そして Pacific（西海岸）の 3 地域である。こ

れらの地域には成人向けのクラブチームが多い

のだろうと推察される。 

さて、OMBAC はやはり西海岸、カリフォルニ

ア州 San Diego にある強豪チームで、2017 年

シーズンのレギュラーとして、2015 年サンウル

ブズの一員としても活躍したアンドリュー・

デュルタロ選手が名を連ねている。 

同チームが所属するパシフィックプレミア

シップというリーグは、その名の通り西海岸地

域のチームが集まったリーグ戦であるが、他方、

より広い範囲、例えば全米規模のリーグ戦も存

在する。 

最も有名なもののひとつに、エリートカップ

（USA Rugby Elite Cup）がある。2013 年まで

はスーパーリーグ（USA Rugby Super League）

として運営されていたが、より高いレベルを目

指すことを目的に、幾つかのチームを排除し新

たに組織されたxv。 

現在は西海岸と東海岸、計 8 チームで構成さ

れ、通常は 3月から 5月までの 3か月間にわたっ

て熱戦が繰り広げられる。上の君島選手が自身

のブログでxvi、パシフィックプレミアシップの

「昨季チャンピオン」として紹介している

Golden Gate チームもこのエリートカップの構

成員である。 

西海岸と東海岸、双方の地域的なバランスが

良いこともエリートカップの特徴だが、ライフ

大学という、単一の大学を基調としたチームが

参加していることも注目に値する。米国におけ

るラグビーの裾野の広さと開放性の高さを示し

ていると言えるのではあるまいか。 

全米チャンピオンを決める大会も開かれてい

るxvii。男子のレベルは Division I、Division Ⅱ、

Division Ⅲの 3 つがあり、それぞれ D I 、D Ⅱ 、

D Ⅲと略称される。2016 年、最高峰の DI で全

米チャンピオンに輝いたのは、東海岸のボスト

ンにある 1974年創立の古豪 Mystic River Rugby 

Club である。女子についてもプレミア・リーグ

と呼ばれる大会が開催されている。 

 

４、米国の大学ラグビー：アイビーリーグを事

例として 

 

(1) 概観 

米国ラグビー協会のウエブサイトによれば、

登録済みのラグビー競技者のうち、最も多いの

は約 3 万 2 千人を占める大学生選手で、全米で

男女計 900 程度のチームがあるとされる

（2010-2011 年シーズン）。そうした規模の大

きさに鑑み、米国における大学ラグビーについ

てはこのように章を改め、以下に報告していく

こととする。 

まず、大学ラグビーの構成であるが、前章の

最後に述べた地域リーグに似たものとなってい

る。具体的には、男子・女子とも各レベル別に

Division I、Division Ⅱ、Division Ⅲなどに

分かれ、通常はカンファレンスと呼ばれる地域

ごとのリーグを構成している。男子の場合には、

さらに Division I を二つに分け、上から順に

Division I-A、Division I-AA といった構成に

なっており、後者の方がチーム数が多いxviii。 

全米一を決める大会も、男子は 1980 年から、

女子は 1991 年から、それぞれ正式に始まってお

4 

表3 収容人員に見るPRO Rugbyの試合規模 

地域 チーム名 ホーム 収容人員 

Denver Stanpede CIBER Field 1,915 

Ohio Aviators Memorial Park 3,000 

San Diego Breakers Torero Stadium 6,000 

San Francisco Rush Boxer Stadium 3,500 

Sacramento Express Bonney Field 11,442 

出典 各チームのウエブサイト等より 

 

表4 PRO Rugby 2016年シーズン星取表 

チーム Denver Ohio SD SF Sac. 勝 負 勝ち点 

Denver   ○●● ○○○ ○○○ ○○○ 10 2 48 

Ohio ●○○   ●○○ ○●○ ○○○ 9 3 46 

San Diego ●●● ○●●   ○●● ○○● 4 8 24 

San Francisco ●●● ●○● ●○○   ●●○ 4 8 24 

Sacramento ●●● ●●● ●●○ ○○●   3 9 18 

出典 PRO Rugby ウエブサイトより筆者作成 

 

開幕戦は 2016 年 4 月 17 日、最終戦は同 7 月

31 日で、計 16 週にわたってリーグ戦形式の戦

いを繰り広げたことになる。同リーグ戦では、

各チームは自チーム以外の 4 チームとそれぞれ

3 試合を戦い、計 12 試合を消化した。 

PRO Rugby リーグ戦における順位の決定は、

勝ち点制によるものとなっている。当該制度は

2015 年ワールドカップで用いられたものと全

く同じであり、具体的には、 

 

①勝利チームには 4 点 

②引き分けは双方に 2 点 

③7 点差以内の負けは 1 点 

④4 トライ以上は 1 点xi 

 

というものである。本稿執筆時点では 2016 年

シーズンの順位表がまだ発表になっていないた

め、ウエブサイト上の各試合結果をもとに、星

取表を作ってみたのが上の表 4 である。 

初年度に参加した 5 チームは、Ohio を除けば

4 チームがいずれも西海岸を拠点とし、うち 3

つはカリフォルニア州内にある都市である。前

項で触れたように、かつてのオリンピック優勝

チームが西海岸を中心に編成されていたことを

併せて想起すると、この地域にはラグビーの長

い伝統と関心が根付いていることが窺える。 

しかしながら、全米規模のプロリーグ戦とし

ては、地域的な偏りがあることは明らかである。

そのため、PRO のウエブサイトでは、2017 年シー

ズンからのチーム数と地域の拡大をかねてより

予告していた。 

しかしながら、現在の状況はそうした楽観論

とは裏腹に暗雲が立ち込めている。新たな動き

を伝える米 Rugby Today の記事によれば、拡大

どころか San Francisco Rush がわずか 1 シーズ

ンでリーグを撤退することが明らかとなったと

いうxii。試合会場の確保が難しかったことや、

現地メディアの非協力的な態度がその背景にあ
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の影響はまだ限定的なようである。 

ただ、このような状況に変化が訪れそうな希

望的気配もなくはない。例えば、男子の全米選

手権 Varsity Cup に関して、2014 年から米 3 大

ネットワークのひとつである NBC 傘下のテレビ

局による中継放送が始まったxxiii。 

鈴木（2016）によれば、NCAA の年間総収入の

74％を占めるテレビ放映権料のうち、その殆ど

はアメリカンフットボール及びバスケットボー

ルの二大スポーツによるものだという。そのよ

うな状況では、NCAA としても新たな財源となる

注目のスポーツとして、NBC の中継をきっかけ

にラグビーへと食指が動く可能性は大きいので

はなかろうか。 

また、女子に関しては、競技人口の増加が今

後も続くであろうと思われる。その理由のひと

つは、7 人制ラグビーのオリンピック競技への

採用に端を発した米国ラグビー協会によるエネ

ルギッシュな普及促進活動である。同協会のウ

エブサイトでは、「大学レベルでの、フルコン

タクト可能な数少ない女子スポーツ」というの

が宣伝文句となっている。 

このキャッチコピーは米国の女子の心に余程

遡及するのか、次項で紹介するアイビーリーグ

校の女子ラグビー部の中にも、同様の表現をウ

エブサイト上に掲載する例がある。おそらくこ

の背景には、米国におけるアメリカンフット

ボールの存在という、日本とは異なる事情が大

きいものと推察する。 

すなわち、日本とは比較にならないほど多く

の、米国におけるアメリカンフットボールの女

性ファンのうち、自分も実際にプレーしてみた

いと望む者はある一定数いるだろう。しかしな

がら、女子のアメリカンフットボールチームは

少なくとも大学レベルでは一般的ではないので、

ラグビーはそうしたフルコンタクトのスポーツ

を愛好する女子学生の現実的な受け皿となる可

能性が今後も大きいのである。 

大学の女子ラグビーが今後も拡大するだろう

と予測するもうひとつの理由は、NCAA による

Emerging Varsity Sports Program の存在であ

る。現在、15 大学がこのプログラムに加盟して

いることは既に述べたが、当該 15 大学には

Division I の大学もあれば、Division Ⅱ、

Division Ⅲの大学もある。女子ラグビーに関す

る、NCAA のこうした分け隔てのなさは、今後も

多くの大学女子チームを引きつけるだろうと予

想する。 

 

(4) 事例研究としてのアイビーリーグ 

本章の冒頭で、米国ラグビー協会に加盟する

大学チームは 900 程度であると述べた。それら

全てについて見ていくのは物理的に不可能なの

で、以下では数あるカンファレンスの中からひ

とつを選んで、米国の大学ラグビーをより良く

理解するための一助としたい。 

そのカンファレンスとは、アイビーリーグ

（Ivy League）である。ハーバード、イェール、

ブラウン、コロンビア、プリンストン、コーネ

ル、ダートマス、ペンシルバニアという東部の

名門 8 大学から構成されるこのカンファレンス

は、初期のアメリカンフットボールなどを含む

数多くのスポーツを振興し、米国中に広めて来

たxxiv。 

1869 年のプリンストン大学を筆頭に、1939

年のコーネル大学まで、アイビーリーグ校が戦

前の全米フットボール選手権を制した回数は、

実に 51 回を数えるxxv。スポーツばかりでなく、

多くの歴代大統領やノーベル賞授賞者、グロー

バル企業経営者など、米国各界の指導者を輩出

し続けている大学群としても世界的に有名であ

る。 

このカンファレンスを事例として選んだのに

は様々な理由があるが、主なものを紹介すると、

例えば各校ラグビー部の歴史の長さ（先導性）、

情報入手のしやすさ、メディアの注目の大きさ、

ひいては米国内での影響力の大きさというとこ

ろだろうか。さらに大きな理由は、アイビーリー

グ各校がいわゆるスポーツ名門校ではなく、あ

くまで文武両道を目指していることからxxvi、学

生スポーツとしてのラグビーの理想形がそこに

あると信じるからである。 

 

(5) アイビーリーグにおけるラグビーの歴史

と現在の動向 

アイビーリーグでは、1969 年から既に Ivy 

6 

り、男子の初代優勝チームはカリフォルニア大

学バークレー校、女子は空軍大学である。 

但し、男子の大会については 2013 年から現在

まで、ある種の分裂状態が続いている。Division 

I-A から数チームが脱退する形で Varsity Cup

という大会を開催し、Division I-A 側はこれも

独自に USA Rugby Championship という大会を開

催しているというのがその経緯である。 

2016 年における Varsity Cup の優勝チームは

カリフォルニア大学バークレー校であり、USA 

Rugby Championship の優勝チームはライフ大学

である。そして、米国ラグビー協会が本稿執筆

時点で発表している大学ランキングは下の表 5

のようになっており、Varsity Cup の優勝チー

ムを全米 1 位、USA Rugby Championship の優勝

チームを同 2 位と位置付けている。 

  

表5 全米大学ラグビーランキング 

順位 大 学 

1 カリフォルニア大学バークレー校 

2 ライフ大学 

3 セントメアリー大学 

4 ブリガムヤング大学 

5 ペンシルバニア州立大学 

6 リンデンウッド大学 

7 インディアナ大学 

8 陸軍大学 

9 ダベンポート大学 

10 アーカンソー州立大学 

出典 米国ラグビー協会のウエブサイト（2017 年 2

月 7 日現在） 

 

なお、カリフォルニア大学バークレー校は、

英国の教育専門誌 Times Higher Education が毎

年発表する学術面の世界大学ランキングにおい

て常に上位を占めており、直近の 2016-2017 年

シーズンは堂々の世界第 10 位である。つまり、

同大のラグビー部は文字通りの文武両道を体現

していると言って良い。 

 

(2) 全米体育協会（NCAA）の存在と不在 

米国の大学スポーツを語る際、忘れてならな

いのが全米体育協会（National Collegiate 

Athletic Association, NCAA）の存在である。

野球、バスケットボール、アメリカンフットボー

ルなどの人気スポーツを全て傘下に収め、花内

（2016）によれば、2010 年時点でその総収入は

約 8 千億円に達するxix。その多く（74％）xxは

試合を中継するテレビの放映権料であり、当然

のことながらテレビ局との交渉も大学に代わっ

て NCAA が一手に引き受ける。 

NCAA はこうして得た収入を、各カンファレン

スを通じて加盟大学に分配するほか、成績優秀

で他の模範となるような選手には奨学金を授与

している。全米の大学 2,300 校余りのうち、約

1,200 校が加盟しているという事実を見れば、大

学にとっての NCAA の重要性がわかるだろうxxi。

日本においても、大学スポーツを盛り上げると

いう観点から、文部科学省（「大学スポーツの

振興に関する検討会議」、座長は馳浩文科相）

を中心にいわゆる日本版 NCAA 創設の検討が最

近になって始まったばかりであるxxii。 

さて、前置きが長くなったが、実はラグビー

に関しては NCAA の影響は極めて限定的であり、

その意味では大学スポーツとして極めて珍しい

立ち位置にある。特に男子のラグビーに関して

は、NCAA の指定スポーツに含まれていないこと

から、殆ど関係がないと言っても良い。 

幸い、女子の大学ラグビーについては 2002

年から NCAA によって「Emerging（勃興する） 

Varsity Sports Program」に特別指定された。

既述のように、競技人口が飛躍的に伸びている

ことや 7 人制ラグビーがオリンピック種目に

なったことなどがその背景にあるとされる。 

 

(3) 大学ラグビーの今後を占う 

NCAAによるEmerging Varsity Sports Program

により、優秀な女子ラグビー選手に対する奨学

金の機会が新たに生まれたとはいうものの、同

プログラムへの加盟大学は本稿執筆時点で 15

大学と少ない。大学ラグビーに関する限り、NCAA

40
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の影響はまだ限定的なようである。 
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望的気配もなくはない。例えば、男子の全米選

手権 Varsity Cup に関して、2014 年から米 3 大
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名門 8 大学から構成されるこのカンファレンス

は、初期のアメリカンフットボールなどを含む

数多くのスポーツを振興し、米国中に広めて来

たxxiv。 

1869 年のプリンストン大学を筆頭に、1939
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前の全米フットボール選手権を制した回数は、

実に 51 回を数えるxxv。スポーツばかりでなく、

多くの歴代大統領やノーベル賞授賞者、グロー

バル企業経営者など、米国各界の指導者を輩出

し続けている大学群としても世界的に有名であ

る。 

このカンファレンスを事例として選んだのに

は様々な理由があるが、主なものを紹介すると、

例えば各校ラグビー部の歴史の長さ（先導性）、

情報入手のしやすさ、メディアの注目の大きさ、

ひいては米国内での影響力の大きさというとこ

ろだろうか。さらに大きな理由は、アイビーリー

グ各校がいわゆるスポーツ名門校ではなく、あ

くまで文武両道を目指していることからxxvi、学

生スポーツとしてのラグビーの理想形がそこに
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I-A から数チームが脱退する形で Varsity Cup

という大会を開催し、Division I-A 側はこれも
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催しているというのがその経緯である。 

2016 年における Varsity Cup の優勝チームは

カリフォルニア大学バークレー校であり、USA 

Rugby Championship の優勝チームはライフ大学

である。そして、米国ラグビー協会が本稿執筆

時点で発表している大学ランキングは下の表 5

のようになっており、Varsity Cup の優勝チー

ムを全米 1 位、USA Rugby Championship の優勝

チームを同 2 位と位置付けている。 

  

表5 全米大学ラグビーランキング 

順位 大 学 

1 カリフォルニア大学バークレー校 

2 ライフ大学 

3 セントメアリー大学 

4 ブリガムヤング大学 

5 ペンシルバニア州立大学 

6 リンデンウッド大学 

7 インディアナ大学 

8 陸軍大学 

9 ダベンポート大学 

10 アーカンソー州立大学 

出典 米国ラグビー協会のウエブサイト（2017 年 2

月 7 日現在） 
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英国の教育専門誌 Times Higher Education が毎

年発表する学術面の世界大学ランキングにおい

て常に上位を占めており、直近の 2016-2017 年

シーズンは堂々の世界第 10 位である。つまり、

同大のラグビー部は文字通りの文武両道を体現

していると言って良い。 

 

(2) 全米体育協会（NCAA）の存在と不在 

米国の大学スポーツを語る際、忘れてならな
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試合を中継するテレビの放映権料であり、当然

のことながらテレビ局との交渉も大学に代わっ

て NCAA が一手に引き受ける。 

NCAA はこうして得た収入を、各カンファレン

スを通じて加盟大学に分配するほか、成績優秀

で他の模範となるような選手には奨学金を授与

している。全米の大学 2,300 校余りのうち、約

1,200 校が加盟しているという事実を見れば、大

学にとっての NCAA の重要性がわかるだろうxxi。

日本においても、大学スポーツを盛り上げると

いう観点から、文部科学省（「大学スポーツの

振興に関する検討会議」、座長は馳浩文科相）

を中心にいわゆる日本版 NCAA 創設の検討が最

近になって始まったばかりであるxxii。 

さて、前置きが長くなったが、実はラグビー

に関しては NCAA の影響は極めて限定的であり、

その意味では大学スポーツとして極めて珍しい

立ち位置にある。特に男子のラグビーに関して

は、NCAA の指定スポーツに含まれていないこと

から、殆ど関係がないと言っても良い。 

幸い、女子の大学ラグビーについては 2002

年から NCAA によって「Emerging（勃興する） 

Varsity Sports Program」に特別指定された。

既述のように、競技人口が飛躍的に伸びている

ことや 7 人制ラグビーがオリンピック種目に

なったことなどがその背景にあるとされる。 

 

(3) 大学ラグビーの今後を占う 

NCAAによるEmerging Varsity Sports Program

により、優秀な女子ラグビー選手に対する奨学

金の機会が新たに生まれたとはいうものの、同

プログラムへの加盟大学は本稿執筆時点で 15

大学と少ない。大学ラグビーに関する限り、NCAA
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関心はやはり、女子ラグビーや大学ラグビーに

ある。アイビーリーグについては引き続き

ウォッチし、より詳細で具体的な調査を実施し

たい。また、本稿で短く触れたカリフォルニア

大学バークレー校やライフ大学などに代表され

るトップレベルの大学チームについても、継続

して関心を保って行きたい。 

最後に、本稿執筆に当たっては、資料の少な

い中、オンラインのまとめサイトである

Wikipedia（主として英語版）の記述も適宜参考

にした。但し、同サイトはあくまでも二次、三

次の情報源なので正確を期すことを目的に、可

能な限り原典を参照するようにしたことは断っ

ておきたい。 

 
i  本稿執筆時点では、HP 上に順位表など

が掲載されていない。 
ii  2017 年 2 月現在、日本 11 位、米国 17

位 
iii  1996～2001 
iv  2006～ 
v  ラグビーHack、2016 年９月 27 日(http:// 

rugbyhack.com/2016/09/27/usa/) 
vi  一般向けのネットニュースである The 

Page は、おそらくこの数値を引用して

「米ラグビー協会に登録している競技

者数は約 45 万人」と報じているが、WR

側の混乱に端を発する誤りであろう。

（ https://thepage.jp/detail/2015120

9-00000005-wordleaf?pattern=2&utm_e

xpid=90592221-74.JM2YzTs8RsmKQyoGkL

1rlg.2&page=2&utm_referrer=https%3A

%2F%2Fthepage.jp%2Fdetail%2F2015120

9-00000005-wordleaf%3Fpattern%3D2） 
vii  SGMA 社(2011) Single Sport Report- 

2011, Rugby 
viii  西村克美・星野繁一・高木應光（2016）

「『ラグビーの精神・歴史・伝統の理解』

についての一考察」『ラグビーフォーラ

ム』No.9, 日本ラグビー学会 
ix  Rugby at the 1924 Olympics (http:// 

wesclark.com/rrr/1924_olympics_2.html) 
x  2017 年 2 月 3 日現在  

 
xi  https://www.usarugby.org/elite-cup/ 
xii  Pat Clifton (2016) “PRO RUGBY NIXES 

SAN FRANCISCO RUSH,” Rugby Today 

(http://www.rugbytoday.com/elite/pr

o-rugby-nixes-san-francisco-rush) 
xiii  SGMA 社調査報告書 p4. 
xiv  SGMA 社調査報告書 p14. 
xv  スーパーリーグの総裁（当時）Sean 

Kelly 氏へのインタビュー記事から

（ http://www.thisisamericanrugby.co

m/2012/09/rugby-super-league-presid

ent-discusses.html） 
xvi  君島良夫(2015)「アメリカラグビー」君

島良夫オフィシャルブログ「You Only 

Live Once」2 月 26 日の日記(http:// 

ameblo.jp/yoshio-kimishima/) 
xvii  米国ラグビー協会（USA Rugby）のウエ

ブサイトより 
xviii  上掲のウエブサイト 
xix  花内誠（2016）「スポーツ産学連携＝日

本版 NCAA～スポーツマーケティングの

立場から見た大学スポーツの重要性」文

部科学省提出資料、株式会社電通 
xx  鈴木友也（2016）「『日本版 NCAA』創設

に横たわる課題」日経ビジネスオンライ

ン（http://business.nikkeibp.co.jp/ 

atcl/opinion/15/134915/072900008/） 
xxi  花内誠（2016）より 
xxii  2016 年 8 月 2 日、サンケイスポーツ紙

等が一斉に報道 
xxiii  Youtube 等で視聴可能 
xxiv  Mark F. Bernstein (2001) Football: 

The Ivy League Origins of an American 

Obsession, University of Pennsylvania 

Press 
xxv  上掲書 pp.278-279. 但し、1880 年は

プリンストン大学とイェール大学の、

1922 年はコーネル大学とプリンストン

大学の同時優勝なので、それぞれ 1 回と

カウント 
xxvi  Ivy Rugby Conference ウエブサイト

（ http://www.ivyrugby.com/about-ivy

-rugby）  
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Rugby Championship Tournament としてラグ

ビーの対抗試合が開催されていたxxvii。同トー

ナメントは、ブラウン大学の卒業生である Jay 

Fluck 氏が 1968 年に創設したものだというxxviii。

そのため、初年度はブラウン大学でトーナメン

トが開催された。変わったところでは、第 43

代米国大統領ジョージ・W・ブッシュ氏もイェー

ル大学ラグビー部の一員として活躍したことが

よく知られており、当時の貴重な写真を今も

ネット上で見ることができるxxix。 

2009 年に正式なカンファレンス事務局とし

て Ivy Rugby Conference が組織されて以降xxx、

現在まで男女の15人制及び7人制の対抗戦が毎

年定期的に開催されている。男子の 15 人制は毎

年秋、ほぼ 1 週ごとに各チーム総当たりで 1 試

合ずつ行い、勝ち点制によって順位を決める。

女子はチーム総当たりとせず、8 つのチームを

半分ずつレベル別にティア 1 とティア 2 の二つ

に分け、ティア 1 の優勝チームをアイビーリー

グの優勝チームとしている。 

気になるのは他のカンファレンスと比較した

際のレベルであるが、男子は Division I-AA に

属する。それなりに高いレベルではあるものの、

米国ラグビー協会によるランキングの上位 20

位に入っている大学は 1 校もない。 

一方、女子リーグはまだ米国内のチーム数が

少ないこともあってか、最高レベルの Division 

I に所属する。実際の戦績も華やかで、例えば

ブラウン大学は 2005、2007、2008、2009、2010、

2011、2012 の各年、全米選手権への出場を果た

し、そのうち 2008、2009、2010、2012 年にはベ

スト 4 に進出している。 

ただ、カンファレンスでの現在の最強豪校は

男女共にダートマス大学である。男子は 2007

年から昨シーズン(2016)までの 10 年間、連続し

てアイビーリーグ優勝校であり、女子も 2015

年、2016 年と 2 年連続で優勝を飾っている。 

同大は学部学生数約 4 千人と、アイビーリー

グ 8 校の中では最も規模の小さな大学であるxxxi。

他方、学部学生数約 8,500 人と、ダートマス大

学の倍以上の規模を誇るコロンビア大学はxxxii、

男子の場合 2016 年シーズンの最下位、女子は同

7 位に沈んだ。これらの結果から判断すれば、

ラグビー部の強さは大学自体の学生数に比例す

るものではなさそうである。 

 

(6) まとめに代えて：女子ラグビーの裾野の

広がりと隆盛に思う 

規模の小さな大学の男子チームが、10 年連続

でリーグ優勝を果たしているという事実にも驚

くが、日本のラグビーファン・関係者がアイビー

リーグを概観して最も驚くのは、リーグを構成

する全ての大学が男子チームに加えて女子チー

ムを持っていること、そしてその女子チームに

よるリーグ戦が毎年普通に開催されていること

であろう。 

さらに、それら女子チームの創部が 1970 年代

に遡ると知り、我々は再度驚かされる。創部し

た年の不明なチームもあるものの、判明してい

るものでは、例えばブラウン大学の女子チーム

は 1972 年、現在の強豪ダートマス大学の女子

チームは 1978 年の創部である。ハーバード大学

の女子チームは 1982 年の創部だが、これはリー

グ全体で見れば新しい方だろうxxxiii。当時の部

員たちの貴重な写真は、Ivy Rugby Conference

のウエブサイトで今でも見ることができる。 

それにしても不思議だと言わざるを得ない。

1970 年代、日米の各ラグビー協会への登録済み

競技人口で比較すれば、米国のそれは日本より

もずっと少なかったはずである。その時期でさ

え、米国の主要な大学には女子のラグビーチー

ムがあり、リーグ戦が開催されていたという事

実は限りなく重い。日本の大学ラグビー関係者

は、この事実をもっと直視すべきである。 

 

５、今後の研究課題 

 

本稿は日本で意外に知られていない、米国の

ラグビー事情について、その裾野の広がりや近

年のプロ化の進展、さらには女子ラグビーの隆

盛などについて簡略に報告した。本稿では触れ

られなかったこととして、例えば米国における

7 人制ラグビーの現状、高校生以下のラグビー

事情などがあるが、それらについては別の専門

家、別の機会に譲りたい。 

それよりも、高等教育の研究者である筆者の
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関心はやはり、女子ラグビーや大学ラグビーに

ある。アイビーリーグについては引き続き

ウォッチし、より詳細で具体的な調査を実施し

たい。また、本稿で短く触れたカリフォルニア

大学バークレー校やライフ大学などに代表され

るトップレベルの大学チームについても、継続

して関心を保って行きたい。 

最後に、本稿執筆に当たっては、資料の少な

い中、オンラインのまとめサイトである

Wikipedia（主として英語版）の記述も適宜参考

にした。但し、同サイトはあくまでも二次、三

次の情報源なので正確を期すことを目的に、可

能な限り原典を参照するようにしたことは断っ

ておきたい。 

 
i  本稿執筆時点では、HP 上に順位表など

が掲載されていない。 
ii  2017 年 2 月現在、日本 11 位、米国 17

位 
iii  1996～2001 
iv  2006～ 
v  ラグビーHack、2016 年９月 27 日(http:// 

rugbyhack.com/2016/09/27/usa/) 
vi  一般向けのネットニュースである The 

Page は、おそらくこの数値を引用して

「米ラグビー協会に登録している競技

者数は約 45 万人」と報じているが、WR

側の混乱に端を発する誤りであろう。

（ https://thepage.jp/detail/2015120

9-00000005-wordleaf?pattern=2&utm_e

xpid=90592221-74.JM2YzTs8RsmKQyoGkL

1rlg.2&page=2&utm_referrer=https%3A

%2F%2Fthepage.jp%2Fdetail%2F2015120

9-00000005-wordleaf%3Fpattern%3D2） 
vii  SGMA 社(2011) Single Sport Report- 

2011, Rugby 
viii  西村克美・星野繁一・高木應光（2016）

「『ラグビーの精神・歴史・伝統の理解』

についての一考察」『ラグビーフォーラ

ム』No.9, 日本ラグビー学会 
ix  Rugby at the 1924 Olympics (http:// 

wesclark.com/rrr/1924_olympics_2.html) 
x  2017 年 2 月 3 日現在  

 
xi  https://www.usarugby.org/elite-cup/ 
xii  Pat Clifton (2016) “PRO RUGBY NIXES 

SAN FRANCISCO RUSH,” Rugby Today 

(http://www.rugbytoday.com/elite/pr

o-rugby-nixes-san-francisco-rush) 
xiii  SGMA 社調査報告書 p4. 
xiv  SGMA 社調査報告書 p14. 
xv  スーパーリーグの総裁（当時）Sean 

Kelly 氏へのインタビュー記事から

（ http://www.thisisamericanrugby.co

m/2012/09/rugby-super-league-presid

ent-discusses.html） 
xvi  君島良夫(2015)「アメリカラグビー」君

島良夫オフィシャルブログ「You Only 

Live Once」2 月 26 日の日記(http:// 

ameblo.jp/yoshio-kimishima/) 
xvii  米国ラグビー協会（USA Rugby）のウエ

ブサイトより 
xviii  上掲のウエブサイト 
xix  花内誠（2016）「スポーツ産学連携＝日

本版 NCAA～スポーツマーケティングの

立場から見た大学スポーツの重要性」文

部科学省提出資料、株式会社電通 
xx  鈴木友也（2016）「『日本版 NCAA』創設

に横たわる課題」日経ビジネスオンライ

ン（http://business.nikkeibp.co.jp/ 

atcl/opinion/15/134915/072900008/） 
xxi  花内誠（2016）より 
xxii  2016 年 8 月 2 日、サンケイスポーツ紙

等が一斉に報道 
xxiii  Youtube 等で視聴可能 
xxiv  Mark F. Bernstein (2001) Football: 

The Ivy League Origins of an American 

Obsession, University of Pennsylvania 

Press 
xxv  上掲書 pp.278-279. 但し、1880 年は

プリンストン大学とイェール大学の、

1922 年はコーネル大学とプリンストン

大学の同時優勝なので、それぞれ 1 回と

カウント 
xxvi  Ivy Rugby Conference ウエブサイト

（ http://www.ivyrugby.com/about-ivy

-rugby）  
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2009 年に正式なカンファレンス事務局とし

て Ivy Rugby Conference が組織されて以降xxx、

現在まで男女の15人制及び7人制の対抗戦が毎

年定期的に開催されている。男子の 15 人制は毎

年秋、ほぼ 1 週ごとに各チーム総当たりで 1 試

合ずつ行い、勝ち点制によって順位を決める。

女子はチーム総当たりとせず、8 つのチームを

半分ずつレベル別にティア 1 とティア 2 の二つ

に分け、ティア 1 の優勝チームをアイビーリー

グの優勝チームとしている。 
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ラグビー部の強さは大学自体の学生数に比例す
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1970 年代、日米の各ラグビー協会への登録済み

競技人口で比較すれば、米国のそれは日本より

もずっと少なかったはずである。その時期でさ

え、米国の主要な大学には女子のラグビーチー

ムがあり、リーグ戦が開催されていたという事

実は限りなく重い。日本の大学ラグビー関係者

は、この事実をもっと直視すべきである。 
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本稿は日本で意外に知られていない、米国の

ラグビー事情について、その裾野の広がりや近

年のプロ化の進展、さらには女子ラグビーの隆

盛などについて簡略に報告した。本稿では触れ

られなかったこととして、例えば米国における

7 人制ラグビーの現状、高校生以下のラグビー

事情などがあるが、それらについては別の専門

家、別の機会に譲りたい。 

それよりも、高等教育の研究者である筆者の

43



 1 

創部 50 周年記念ニュージーランド遠征報告 

 

 

榎本 孝二 1) 
 

足掛け 4 年に渡り計画を重ね、2016 年 7 月 28

日に学校長、OB 会幹事の皆様、保護者の皆様に

見送られ、部員 31 名、引率役員 6 名、サポート

スタッフ 2 名、旅行社 1 名から成る計 40 名の遠

征団は関空よりシンガポール経由で日本からお

よそ 9,500km 離れたニュージーランド、クライ

ストチャーチへと向かいました。7 月 29 日に到

着し、クライストチャーチ空港すぐそばにある

国際南極センターを見学後、クライストチャー

チボーイズ高校に到着しました。伝統ある煉瓦

作りの校舎の佇まいと広大な芝生で覆われたグ

ラウンドにみな目を見張りながらホストファミ

リーを待ちました。その後三々五々ホストファ

ミリーに部員は引き取られ、ステイ先で翌日か

らの練習に備えると同時に異文化での生活が始

まりました。 

7月 30日の午前はまず千里だけで練習を行い、

ホストマザーに用意していただいたボリューム

溢れるボックスランチ（お弁当）をおいしくい

ただきました。このボックスランチも最終日ま

で毎朝ご用意いただきました。午後には同校の

公式戦があり、クライストチャーチボーイズ対

セントアンドリュースの試合を観戦しました。

両校のハカが行われ、続く試合での白熱したプ

レーの応酬にニュージーランドラグビーの質の

高さと面白さを目の当たりにしました。この試

合で見たプレーを習得する事がその後の練習で

の目標となりました。 

7月 31日の午前は昨日観戦したチームを実際

にコーチしている 1 軍フォワードコーチのダ

ニーさんより指導を受けました。ダニーコーチ

の練習と言葉は常に一貫性があり、千里の不足

している部分を見抜き、最終日まで熱心にかつ

おもしろく部員の指導に当たっていただきまし

た。彼の存在は部員にとって大変大きなものと

なりました。午後は再び試合観戦となりました。

大学やクラブが参加しているリーグの公式戦で

した。続々と観戦者がラグビーパークと呼ばれ

る試合会場に詰めかけました。日本のラグビー

場の雰囲気、風景とは全く異なり、小さな子供

から女性、お年寄りまで大勢が試合を楽しみ、

ニュージーランドでのラグビーが日常生活の一

部である事を体感できる有意義な機会となりま

した。 

8 月 1 日の午前は再びダニーさんのコーチン

グ。部員の表情は一層生き生きと。午後に試合

があるにもかかわらず集中した練習であっとい

う間の 3 時間でした。午後はいよいよ第 1 戦。

相手はクライストチャーチボーイズハイスクー

ルに各国からラグビー留学をしている選手で編

成されたインターナショナルチームでした。残

念ながら 7-24 と敗れましたが、後半はグッド

タックルの連発でチームに一体感が生まれまし

た。相手のオフロードパスとスペースを確実に

突いてくるアタックは 7/30 と 7/31 に観戦した

試合の中身と全く同じもので選手の判断力や理

解度がどのレベルにおいても重要であることが

認識できました。 

8 月 2 日は全校集会に参加させていただき、

全校生徒の前で校長先生より紹介されました。

緊張感のあるスタートとなりました。その後再

びダニーさんの指導で、昨日の試合の修正練習

で判断力を養う練習が中心となり部員の理解度

が深まっていることがわかりました。午後は近

郊のリッカートンショッピングモールで自由行

動とし、部員はショッピングなどを楽しみまし

た。本来であればクライストチャーチの中心部

でこの時間を過ごしたいところでしたが、2011

年の地震からの復興が 5 年の歳月を経ても遅々

として進まず、かつて南島の観光拠点であった

この都市の中心はまるで廃墟のようでした。こ

の期間朝晩の冷え込みは厳しくマイナス 4℃と

1）大阪府立千里高等学校ラグビー部 
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xxvii  上掲の Ivy Rugby Conference ウエブサ

イト 
xxviii 上掲のウエブサイト、ブラウン大学男子

チームのページ 
xxix  例えば、ロサンゼルス・タイムズ紙のサ

イトなど（http://www.latimes.com/la- 

badboy_i27hnikf-photo.html） 
xxx  上掲の Ivy Rugby Conference ウエブサ

イト 
xxxi  ダートマス大学ウエブサイト 
xxxii  コロンビア大学ウエブサイト 
xxxiii 3 大学いずれも Ivy Rugby Conference

の各チームサイトより 
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